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文
語
日
誌
（平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
） 

 

（注
記
）飽
く
ま
で
も
二
十
年
前
（
平
成
五
年
）
の
手
記
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
文
語
化
を
試
み
た
る
も
の

な
れ
ば
、
最
新
情
報
に
は
非
ざ
る
點
、
留
意
せ
ら
れ
た
し
。 

 

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
（ア
ル
ペ
ー
ジ
ュ
） 

七
區
。
ア
ラ
ン
・パ
サ
ー
ル
氏
、
フ
ィ
ガ
ロ
紙
に
寫
眞
入
り
に
て
連
載
コ
ラ
ム
を
持
つ
程
に
國
民
的
人
氣
の
高

き
若
き
天
才
シ
ェ
フ
な
り
。
營
業
時
間
前
に
店
を
訪
ひ
し
折
、
シ
ェ
フ
自
ら
皿
の
位
置
を
修
正
す
る
姿
に
は

鬼
氣
迫
る
も
の
を
感
じ
た
り
。
特
別(

ム
ニ
ュ
・デ
ギ
ュ)

定
食(

ス
タ
シ
オ
ン)

に
「オ
マ
ー
ル
海
老
と
蕪
の
酢
漬
け
」

を
メ
イ
ン
に
据
ゑ
た
る
も
の
あ
り
、
い
と
秀
逸
な
り
。
蕪
は
日
本
人
よ
り
見
れ
ば
殆
ん
ど
「
千
枚
漬
け
」
そ

の
も
の
に
て
偶
然
の
一
致
と
も
思
は
れ
ず
。
店
員
は
他
の
高
級
店
に
比
し
平
均
年
齡
若
く
、
皆
誇
り
を
持

ち
き
び
き
び
と
立
ち
働
く
樣
子
、
好
感
を
持
て
り
。
三
ツ
星
昇
格
は
時
間
の
問
題
と
覺
ゆ
。 

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
（ヴ
ィ
ヴ
ァ
ロ
ワ
） 

十
六
區
。
七
三
年
に
三
ツ
星
に
昇
格
し
た
れ
ど
、
八
三
年
以
降
は
二
ツ
星
に
留
ま
れ
り
。
特
に
野
菜
を
使

ふ
料
理
は
他
店
の
追
隨
を
許
さ
ず
。
常
に
日
本
よ
り
若
き
見
習
ひ
二
人
程
度
修
業
に
來
れ
り
。
「
ト
リ
ュ

フ
の
パ
イ
包
み
」は
當
店
の
名
物
料
理
に
て
、
巴
里
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
何
か
一
品
の
み
を
選
ぶ
と
せ
ば
、
其

の
有
力
候
補
の
一
と
相
成
ら
む
。
「
野
菜
の
テ
リ
ー
ヌ
」
も
他
店
と
の
格
の
違
ひ
明
ら
か
に
て
、
推
獎
に
値

す
。 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ 

Ｆ
Ｅ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
（カ
レ
デ
フ
イ
ヤ
ン
） 

一
區
。
ド
ゥ
ト
ゥ
ル
ニ
エ
氏
の
料
理
、
極
め
て
創
造
的
な
り
。
南
佛
、
西
班
牙
の
影
響
を
受
く
る
が
如
く
に

見
ゆ
。
五
百
五
十
フ
ラ
ン
の
特
別
定
食
は
、
季
節
に
よ
り
内
容
異
な
れ
ど
、
費
用
對
效
果
拔
羣
の
仕
上
り

な
り
。
泡
立
つ
ス
ー
プ
類
、
た
と
へ
ば
、
栗
と
鹿
、
或
は
ラ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
組
合
せ
の
も

の
な
ど
殊
に
美
味
な
り
き
。 

Ｇ
Ｕ
Ｙ 

Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｙ
（ギ
・サ
ボ
ワ
） 

十
七
區
。
ギ
・サ
ヴ
ォ
ワ
氏
は
八
五
年
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
ロ
ビ
ュ
シ
ョ
ン
氏
と
共
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
る
逸
材
な
り
。
十
六
區
の
開
業
當
時
の
店
に
も
か
つ
て
行
き
た
る
こ
と
あ
り
し
が
、
家
庭
的
な
る
雰

圍
氣
、
印
象
に
殘
れ
り
。
な
ほ
、
氏
の
料
理
、
や
や
味
は
濃
い
目
に
て
喉
の
乾
き
を
覺
ゆ
る
こ
と
多
し
。
値

段
は
決
し
て
安
か
ら
ず
。 

Ｆ
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
（フ
ォ
ー
ジ
ュ
ロ
ン
） 

十
六
區
。
晝
定
食
は
前
菜
、
魚
、
肉
に
て
、
其
の
質
頗
る
高
し
。
選
擇
肢
も
廣
く
、
評
判
通
り
の
素
晴
ら
し

さ
な
り
。
就
中
「仔
羊
の
肩
肉
燒
き
」は
、
巴
里
に
て
食
し
た
る
仔
羊
の
中
に
て
も
一
番
の
美
味
さ
な
り
き
。

「壺
入
り
卵
と
ト
リ
ュ
フ
」は
當
店
の
名
物
な
れ
ど
、
期
待
の
大
き
さ
ほ
ど
に
は
非
ず
。 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ 

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
（ミ
シ
ェ
ル
ロ
ス
タ
ン
） 

十
七
區
。
ロ
ス
タ
ン
家
は
何
代
も
續
く
料
理
人
の
名
家
な
り
。
佛
蘭
西
人
の
間
に
於
け
る
此
の
店
の
評
價

格
別
に
高
し
。
店
内
の
雰
圍
氣
、
調
度
品
・
食
器
等
い
づ
れ
も
格
調
高
し
。
値
段
は
相
當
な
る
割
高
感
あ



り
。
た
と
へ
ば
「
雲
丹
と
鶉
の
卵
」は
そ
の
餘
り
の
小
さ
さ
に
驚
か
せ
ら
る
。
日
本
人
と
見
る
と
ド
ン
ペ
リ
を

勸
む
る
の
傾
向
あ
る
は
果
た
し
て
如
何
。 

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｈ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
（ア
ン
フ
ィ
ク
レ
ス
） 

十
七
區
。
値
段
の
割
に
美
味
き
店
と
の
評
價
な
り
し
か
ど
、
最
近
値
上
げ
氣
味
な
る
は
誠
に
殘
念
至
極
。

店
名
は
希
臘
哲
學
者
の
名
前
に
由
來
す
と
ぞ
。
茸
の
特
別
定
食
五
百
八
十
フ
ラ
ン
（
雉
の
サ
ラ
ダ
、
帆
立

と
大
蒜
、
鹿
肉
等
）
は
印
象
に
殘
れ
り
。
ジ
ャ
マ
ン
の
流
れ
を
汲
む
店
な
れ
ど
、
ジ
ャ
マ
ン
と
の
質
の
差
は
歴

然
た
り
。 

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
（ア
ピ
シ
ウ
ス
） 

十
七
區
。
ヴ
ィ
ガ
ト
氏
の
料
理
に
は
手
拔
き
無
し
。
接
客
擔
當
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
夫
人
、
佛
蘭
西
人
に
は
珍
し

く
笑
顏
を
絶
や
す
こ
と
な
し
。
「
ト
リ
ュ
フ
の
リ
ゾ
ッ
ト
」
（
二
百
フ
ラ
ン
）
は
豪
華
な
る
も
の
に
て
推
獎
す
る

に
足
る
。
「
仔
羊
の
燒
肉
」
は
頼
ま
ば
骨
を
挾
む
特
殊
な
る
專
用
の
道
具
供
せ
ら
る
。
な
ほ
、
ワ
イ
ン
を
注

文
し
た
る
際
、
ボ
ル
ド
ー
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
も
同
じ
グ
ラ
ス
を
使
用
す
る
は
、
上
級
ク
ラ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
は
珍
し
。 

Ｌ
Ｅ
Ｓ 

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
（ア
ン
バ
サ
デ
ー
ル
） 

八
區
。
昭
和
天
皇
も
行
幸
せ
ら
れ
た
る
名
門
ホ
テ
ル
・
ク
リ
ヨ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
り
。
部
屋
の
造
作
は
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
竝
み
に
豪
華
な
り
。
青
の
カ
ー
テ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
は
ソ
ニ
ア
・
リ
キ
エ
ル
に
よ
る
。
晝
の
定
食
の

餘
り
に
完
璧
な
る
仕
上
が
り
に
或
る
客
人
大
い
に
感
動
し
た
る
こ
と
あ
り
。 

     


